
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度 

環境経営レポート 

 

 

  

一般財団法人山形県理化学分析センター 

〒990-2473 山形県山形市松栄一丁目６番６８号 

URL http://www.y-rikagaku.jp/ 

【対象期間】 

令和 3 年 ４月  １日 

〜  
令和 4 年 ３月３１日 

 

【発⾏⽇】 

令和 4 年 7 月  1 日  



目  次  

1. 環境経営方針 .......................................................................................................................... p.1 

2. 組織の概要 ............................................................................................................................... p.2 

3. 事業内容とＳＤＧs ................................................................................................................. p.5 

4. 環境経営目標 .......................................................................................................................... p.6 

5. 環境経営目標と計画、その実績について ................................................................................. p.7 

6. 環境経営活動の取組み結果の評価 ..................................................................................... p.16 

7. 環境関連法規等の順守および評価、訴訟等の有無 ............................................................ p.17 

8. 令和 3 年度 マネジメントレビューについて ............................................................................. p.17 

 

 



1 

 

1. 環境経営方針  

 

環 境 経 営 方 針 

  一般財団法⼈山形県理化学分析センターは、直⾯している環境のリスクを真摯に受け⽌め、その変化
を的確にとらえて、⼈間をはじめとするあらゆる生物が、より安全で快適に生存できるように活動いたします。  
そのために、当センターの生業である環境調査、各種分析、各種検査、管理・監視業務などを通して地球
環境の向上に貢献するとともに、業務に起因する環境負荷を削減するために下記について継続的に努⼒
いたします。 

 

活 動 方 針 

1. 環境関連法規を順守します。 

2. 資源の使用状況を監視し、最少となるように工夫します。 

3. 業務の効率化を図り、時間の削減を⾏います。 

4. 環境負荷の少ない資材や機器の調達を⾏います。 

5. 多くの⼈々に環境教育などを通じて環境についての理解を求めるとともに、積極的に環境改善活動などに
参加します。 

6. 役職員全員で環境経営マネジメントシステムの理解を深め、これに取り組みます。 

 

制 定 平成１８年１２月  ８日 

改 訂 平成２３年  ４月  １日 

承 継 平成２４年  ６月２８日 

改 訂 平成３０年  ４月  １日 

承 継 平成３０年  ６月２５日 

改 訂 平成３１年  ４月  １日 

承 継 令和  ２年  ６月２６日 

 

一般財団法⼈山形県理化学分析センター 

理 事 ⻑  大 泉 茂 
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2. 組織の概要  

 

（1） 事業所名及び代表者名 

一般財団法⼈山形県理化学分析センター 

理事⻑ 大泉 茂 

（2） 所在地 

山形 〒９９０－２４７３ 山形県山形市松栄一丁目６番６８号 

仙台 〒９８２－０００３ 宮城県仙台市太白区郡山字谷地田東１４番１９号 

（3） 設⽴年月日 

昭和４７年３月２８日（一般財団法⼈登記 平成２２年６月１８日） 

（4） 環境管理責任者 

分析グループ専門員 佐藤 純一 ℡０２３－６４５－５３０８ 

（5） 設⽴趣意 

県衛生研究所はじめ県⽴山形工業試験場等公的機関でのみ⾏っていた各種公害の調査分析
を補完するとともに、生活環境の汚染に係るより精密な分析能⼒を培い、さらに各種講習会等を
開催して公害防⽌技術の習得及び公害防⽌意識の啓蒙を図り、もって公害の防⽌に資するた
め。 

 

計量証明事業登録  (山形県濃度第１号)  

計量証明事業登録  (山形県振動加速度レベル第１０号) 

計量証明事業登録  (山形県音圧レベル第１２号) 

水道水質登録検査  (厚生労働省登録第２３号) 

簡易専用水道登録検査 (厚生労働省登録第２４号) 

浄化槽指定検査  (山形県指令環第４２号)   
輸入食品登録検査  (厚生労働省登録) 

医薬品試験検査登録  (厚生労働省登録第１６３号) 

作業環境測定機関登録 (山形労働局登録第６－２１号) 

（6） 事業規模 

基本財産１億５２９６万円  

役職員数５５名 （内）派遣３名 

（7） 対象範囲 

全組織における環境、衛生の検査・分析及び調査業務  
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2.  組織の概要  

 

（8） 実施体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境管理責任者 

（分析グループ専門員） 

課環境管理者 

（4 部⻑ 5 グループリーダー3 リーダー） 

環境管理推進員 

（8 グループ） 

職  員 

環境マネジメント 
総括責任者 

（理事⻑） 

環境推進委員会 

（委員⻑︓常務理事） 

 

事務局 

事務局員 

（環境管理推進員が兼務） 

事務局⻑ 

（法定検査グループ専門員） 
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2.  組織の概要  

 

環境マネジメント 
総括責任者 

① システムの責任者 
② 資源（⼈員、設備、費用等）の用意 
③ 環境経営方針の策定・⾒直し 
④ システム全体の評価と⾒直し 

⑤ 環境管理責任者の選任 
⑥ 常務理事が補佐 
⑦ 緊急事態等の報告を受ける 
⑧ 課題とチャンスの明確化 

環境推進委員会 ① 委員は各部⻑、グループリーダー、リーダー ②システム全体の調整・審議等 

環境管理責任者 

① 実施体制の構築 
② 環境の負荷及び取組チェックの指示、報告を受ける 
③ 法規等の調査の指示、登録・変更の報告を受ける 
④ 環境経営目的・目標の承認、報告を受ける 
⑤ 環境経営活動プログラムの承認、報告を受ける 
⑥ 教育・訓練実施  
⑦ コミュニケーション処理 
⑧ 緊急事態等の想定、対応⼿順の確⽴、定期訓練の実施 
⑨ 緊急事態等への対応・報告と対応⼿順の検証・改善 
⑩ 取組・達成状況の監視・測定結果の報告を受ける 
⑪ 不適合の原因調査と是正・予防措置の指示、承諾 
⑫ 関連⽂書・記録の管理 
⑬ その他必要な事項を定める 

課環境管理者 
① 内部コミュニケーションの処理 
② 不適合の是正・予防措置の検討、承諾を得る、内容の記録 

事務局 

① 環境経営方針の職員、協⼒組織への周知 
② 環境負荷のチェック、報告、周知 
③ 環境への取組チェック、報告、周知 
④ 環境関連法規等の調査・登録、報告、周知 
⑤ 法規等順守のための規程等の制定 
⑥ 環境経営目的・目標の設定・⾒直し、報告、周知 
⑦ 環境経営活動プログラムの策定・⾒直し、報告、周知 
⑧ オフィス活動に係る⼿順等の策定 
⑨ 協⼒組織への周知 
⑩ 取組・達成状況の監視・測定、報告 
⑪ 環境経営レポートの作成、公表 

環境管理推進員 
① 各課の日常の取組を推進、システムの効果的運用 
② 事務局員として兼務 

職員 
① システム改善のための提案 
② 緊急事態への対応措置、報告 
③ 計画等に沿った日常の取り組み 
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3. 事業内容とＳＤＧS 

 

  
・　水道法に基づく分析 ・　水質汚濁防⽌法に基づく分析

　　(水道ＧＬＰ認定検査機関) 　　(公共用水域への排出)

・　食品衛生法に基づく分析 ・　汚水処理の調査・検討

・　ビル管理法に基づく分析 ・　下水道法に基づく分析

・　飲用井⼾等の衛生確保に基づく分析

・　プール水の基準に基づく分析

産業廃棄物、土壌、 浄化槽法定検査、
肥料、飼料、農薬の分析 簡易専⽤⽔道検査

・　浄化槽法に基づく水質検査

・　水道法に基づく簡易専用水道検査

・　土壌汚染対策防⽌法に基づく分析 　　(現場検査、書類検査)

・　肥料分析法、飼料安全法に基づく分析

・　農業用水基準に基づく分析 ・　農薬取締法に基づく分析　他分析

・　日本薬局法他に基づく試験 ・　栄養分析 ・　生活環境調査、保全対策

・　医薬品、化粧品原料試験 ・　細菌試験 (騒音・振動、低周波、大気質、水質、土壌、底質、臭気　等)

・　安定性試験(⻑期・加速・過酷) ・　保存試験 ・　環境アセスメント

・　透析用水分析 ・　アフラトキシン等のカビ毒分析 ・　自然環境調査、保全対策

・　添加物試験 (植物、動物、風況、河川、海域等)

・　衛生試験法等に基づく試験　他 ・　住宅性能評価

（空気音遮断性能、床衝撃遮断性能、室内静謐性能、シックハウス　等)

・　特定化学物質(別表第三号) ・　異物の同定・クレーム対応調査

・　⾦属関係(別表第四号) 　　(食品、医薬品、工業用品　等)

・　有機溶剤関係(別表第五号) ・　放射能測定

・　測定結果に基づくアドバイス　等 　　(水、薪、土砂、食品　等)

・　空間放射線量測定

事業内容とSDGs

飲料⽔の⽔質分析 事業場排⽔の分析

河川等公共⽤⽔分析

作業環境調査 その他

・　⼈の健康の保護に関する環境基準に
　  基づく分析

環境調査

・　生活環境の保全に関する環境基準に
　  基づく分析

・　廃棄物の処理及び清掃に関する法律に
　  基づく分析

医薬品試験 食品・輸入食品の分析
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4. 環境経営目標  

■令和 3 年度活動目標 
環境経営方針 活動項目 活動目標 目標数値 

省エネルギー 電⼒使用量の維持 維持 213,674kＷh 

省エネルギー 都市ガス使用量の低減 低減 27,700 ㎥ 

省エネルギー ガソリン使用量の維持 維持 24,388L 

省エネルギー ⼆酸化炭素排出量の低減 低減 総量 278,569kg-CO₂ 

省資源 上水道使用量の削減 削減 3,062 ㎥ 

省資源 一般廃棄物排出量の削減 リサイクル率の維持 リサイクル率 82％以上 

省資源 産業廃棄物排出量の削減 リサイクル率の向上 リサイクル率 97％以上 

環境保全活動 環境保全活動の推進 各個⼈のポイント増加 1,500pt 以上 

環境保全活動 浄化槽法定検査実施率の向上 浄化槽法定検査実施率の向上 64％以上 

環境保全活動 ５Ｓ運動の実施 作業の効率化 ー 

環境保全活動 化学物質の適正な管理 
有害化学物質 PR-TR 対象物質と毒劇物

の購入量(もしくは使用量)の把握 
ー 

環境教育 環境教育の実施 環境教育の実施 10 回実施 

※電⼒の⼆酸化炭素排出計数は、0.771 kg-CO²/kＷh(オリックス㈱ 平成 31 年度)0..528 kg-CO²/kＷh(東北電⼒ 平成 31 年度)を使用   
■令和 3 年度より３年間の中⻑期目標 

 目標項目 ⻑期目標 単位 
基準 
年度 

基準 
数値 R3 R4 R5 

1 電⼒の使用量 消費率を出来るだけ抑える kWh R2 213,674 213,674 213,674 213,674 

2 都市ガスの使用量 伸び率を 5％以下にする ｍ³ R2 26,381 27,700 29,085 30,539 

3 ガソリン・軽油の使用量 消費率を出来るだけ抑える L R2 24,388 24,388 24,388 24,388 

4 ⼆酸化炭素排出量 ※ － kg-CO₂ R2 265,304 278,569 290,498 307,123 

5 一般廃棄物の排出量 リサイクル率を毎年 82％以上とする %  82 82 82 82  

6 産業廃棄物の排出量 リサイクル率を毎年 97％以上とする ％  97 97 97 97 

7 上水道の使用量 基準年度から毎年 1％程度削減する ｍ³ H20 3,440 3,062 3,027 2,993 

8 
全職員が積極的に環境
保全活動に取り組む（ポ
イント獲得制） 

年間 1,500 ポイント以上獲得する ポイント － 1,500 1,500 1,500 1,500 

9 
浄化槽法定検査の年間
検査基実施率を向上さ
せる 

年間申し込み数の完全消化（積み残し 0）、実施率の向
上に努める 

% H28 55 64 65 66 

10 
５Ｓ運動を組織的に実
施する 

毎年重点目標を設定し実施していく － － － 
作業の効

率化 
作業の効

率化 
作業の効

率化 

11 
有害化学物質の使用量
の把握 

上位 3品目の監視を継続すると共に、試薬集計システムの機
能向上を目指す 

－ (H22) 
"該当せず" 

を確認 
継続的 
監視 

継続的 
監視 

継続的 
監視 

12 
学校及び市⺠団体等を
対象に、環境教育を実
施する 

毎年 10 回以上環境教育を実施する 回 － 10 10 10 10 

※電⼒の⼆酸化炭素排出計数は、0.528 Kg-CO²/kＷh(東北電⼒ 平成 31 年度) 、0.711 Kg-CO²/kＷh(オリックス 平成 31 年度)を使用  
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5. 環境経営目標と計画、その実績について 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

活動項目 単位 目標 活動項目 単位 目標

目標達成ならず 目標達成ならず

目標達成!! 目標達成!!
作業の効率化を目標に掲げ
分別や⾒える化の工夫を

組織的に実施

目標達成!! 目標達成!!
適正な管理の結果、
毒劇物も異常無し

監視対象外
(対象数量　1 t)

目標達成ならず 目標達成!!

目標達成!! 目標達成!!

目標達成!!

目標達成!!

環境教育の実施 回 10 30

酸欠講習会
毒劇講習会

その他環境教育活動

化学物質の適正な管理及び削減 ー ー

ー

最大使用量
アセトニトリル
440.0kg

５Ｓ運動の実施 ー ー

実績

kWh 226,141

27,700㎥ 23,718

環境保全活動の推進 ポイント 1,500 1,469

浄化槽法定検査実施率の向上 ％ 64.0 70.0

産業廃棄物排出量の削減 97.0 100.0

一般廃棄物排出量の削減 82.0 83.7

％

％

ガソリン使用量の維持

㎥

L

都市ガス使用量の低減

実績

電⼒使用量の維持

上水道使用量の削減 1,7573,062

⼆酸化炭素排出量の低減 289,306278,569kg-CO₂

23,87024,388

213,674 200,000

210,000

220,000

230,000

目標 実績

20,000

25,000

30,000

目標 実績

23,500

24,000

24,500

目標 実績

270,000

280,000

290,000

300,000

目標 実績

0

2,000

4,000

目標 実績

81.0

82.0

83.0

84.0

目標 実績

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

目標 実績

1,440

1,460

1,480

1,500

1,520

目標 実績

60.0

65.0

70.0

75.0

目標 実績

0

20

40

目標 実績
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省エネルギー 

電力  

活動目標 
不要な照明・コンピュータ・機器等の消灯 
最大デマンド値を 54kWh に維持 

昨年度は全体的に電⼒消費が多く仕事量の増加に伴うものと考えられましたが、 
今年度は夏場の上昇は抑えられましたが冬場の増加があり残念ながら今年も目標を達
成することができませんでした。 
令和 4 年度も適正な温度管理を⼼掛けてエコ活動に努めます。 

 

※ 端数処理の関係で年間実績値と相違があり場合があります。 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R2実績kWh 15,038 15,294 18,947 21,057 22,645 20,858 19,355 14,882 15,202 15,831 16,435 18,130

R3実績kWh 17,006 16,622 18,996 22,498 19,901 18,745 19,515 17,474 19,651 18,071 18,232 19,430

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

電気

デマンド監視装置で常時監視︕︕ 
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 省エネルギー 

ガス 

活動目標 空調温度管理の徹底 

 
今年は目標を達成することができました。 
引き続き温度管理等の徹底を⾏っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 端数処理の関係で年間実績値と相違があり場合があります。 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R2実績ｍ3 1,641 1,017 2,009 3,192 3,404 3,788 1,845 966 1,858 2,194 2,370 2,097

R3実績ｍ3 1,034 1,021 1,749 2,625 3,710 2,627 1,635 720 1,624 2,490 2,323 2,159

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

ガス
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ガソリン 

活動目標 省エネ運転・路順の検討 

 
目標達成することができました。 
出来るだけ消費量を減らすよう、ふんわりアクセルの実施、無駄のない
運⾏順路管理、⾞両メンテナンスの実施などで、エコ運転の徹底を⾏
います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 端数処理の関係で年間実績値と相違があり場合があります。 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R2年使用量Ｌ 1,936 1,856 2,226 2,257 2,660 2,094 2,599 1,596 1,869 1,575 1,761 1,959

R3年使用量Ｌ 1,996 2,281 1,850 1,985 2,179 1,822 2,244 2,122 1,974 1,783 1,463 2,172

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

ガソリン、軽油消費量

 

エコドライブへの取り組み 
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省資源  

一般廃棄物および産業廃棄物  

活動目標 
水分排除・雑紙の回収 
ゴミ分別の徹底・資源回収 

今年度も目標を達成することができました。 
令和 4 年度も引き続き廃棄物の削減に取り組んでまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 端数処理の関係で年間実績値と相違があり場合があります。 

    

リサイクル率向上に向けて、分別用ゴミ箱を随所に設置しています 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R2実績％ 95.6 86.6 85.8 84.6 87.6 70.4 83.1 63.0 66.7 87.9 92.9 82.3

R3実績％ 85.8 90.8 17.8 92.3 4.0 88.1 79.6 86.0 82.6 7.4 88.1 85.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0 一般廃棄物リサイクル

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R2実績 ％ 99.9 99.9 99.9 99.9 99.9 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

R3実績 ％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

99.8

99.9

99.9

100.0

100.0

100.1 産業廃棄物リサイクル



12 

 

上水道使用量  

活動目標 
漏水の監視・排除 
冷却水・ピペット洗浄器の節水等 

 
節水の徹底がされており、順調に削減できています。 
令和 4 年度も、節水を徹底し削減に努めます。 
 

 

 

 

 

 
※ 端数処理の関係で年間実績値と相違があり場合があります。 
 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R2実績ｍ3 251 251 359 359 264 264 296 296 296 273 286 286

R3実績ｍ3 249 249 303 303 308 308 282 282 311 311 304 304

0

50

100

150

200

250

300

350

400

水道
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環境保全活動  

個人活動  

活動目標 積極的に環境保全活動に取組みエコポイントをゲット 

 
今年度も個⼈目標の達成に向けて、自転⾞通勤や地域活動など積極的に参加してきました。 
来年度も全職員に呼び掛け更なる浸透を図って⾏きます。 

エコポイント獲得状況をグラフ化し 
目標達成を目指す 

 
スポーツごみ拾いへの参加 

 
 

      
 

 
 
 
 
 

地域の公園の清掃 

自転⾞・バイク通勤の様⼦ 

業務活動  

環境保全を目的とする NPO 活動への参加・協⼒  

   

旧松尾鉱山跡地での植樹活動 

   

松島湾 藻場再生活動（松島町 福浦橋） 
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環境保全活動  

浄化槽法定検査  

活動目標 年間申し込み数の完全消化（積み残しゼロ） 

 
今年度は検査の実施率が向上し目標を達成することができましたが、積雪量が多く検査状況
は大変厳しい年でした。   
令和 4 年度も浄化槽検査業務の効率化と、更なる実施率向上を目指します。 
 

 

 

 

 

 

５Ｓ運動  

活動目標 年間計画をもとに全員参加で活動に取組む 

 
作業効率の向上を重点目標に掲げ、全職員で活動に取組んできました。 
また、部署ごとに物の配置や動線の検討などを⾏うことでスムーズに業務を 
⾏えるようにしました。 
令和 4 年度も作業の効率化を⾏い残業時間の短縮に取り込みます。 

 

 

 
浄化槽法定検査の様⼦ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理整頓で効率化 

 
 
 
 
 
 
 
 

トレーと収納アドレス作成で効率化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰が⾒てもわかる工夫 
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環境保全活動  

有害化学物質  

活動目標 毒劇物・危険物の使用記録と管理の徹底 

 
毒劇物は使用記録簿を付け毎月集計することにより使用状況を確認するとともに、化学物質
管理促進法に目標値で該当しない事を確認しています。 
令和 4 年度も使用量が多い上位三種類 (アセトニトリル、ヘキサン、トルエン) を継続して監
視してまいります。 

環境教育の実施  

活動目標 環境教育の実施と協⼒ 

 
令和 3 年度も市⺠環境教育をはじめ積極的に実施いたしました。 
毒劇物講習や藻場再生活動などへの参加等 
令和 4 年度も引き続き⾏ってまいります。 

 

他にもこんな活動を⾏っています︕︕ 

 

春と秋に「緑の募⾦」へ協⼒させていただいております。 
身近な地域の森づくり、公園・学校の緑化など、豊かな県土づくりに少しでも貢献できればとの思いで、 
毎年⾏っています。 
お礼にいただいた観葉植物をロビーに置くなど、センター内でも緑化運動に努めています。 

  

 

 

 

 

 

 

受付は観葉植物でお出迎え 緑豊かなロビーの様⼦ 
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6. 環境経営活動の取組み結果の評価  

 

（1） 事業規模 

多様化する業務内容に対応するため職員も少しずつ増えており、作業量や分析機器の台数も増え
ています。職員の努⼒により省エネ化が少しずつ進んでいますが、今後より一層の作業効率化と資源
の有効活用で環境保全を図ってまいります。 

令和 4 年 3 月末 

活動規模 単位 H30 年度 R1 年度 Ｒ2 年度 Ｒ3 年度 
従業員 ⼈ 44 50 54 53 
床⾯積 ㎡ 1,367 1,367 1,367 1,367 
敷地⾯積 ㎡ 3,148 3,148 3,148 3,148 
購入電⼒ kWh 218,152 210,682 213,674 226,141 
都市ガス ㎥ 25,702 24,208 21,190 23,718 
ガソリン L 19,428 17,824 19,646 18,355 
軽油 L 2,766 2,692 5,019 5,514 
水道 ㎥ 2,495 1,969 1,729 1,757 
一般廃棄物 kg 8,254 7,975 9,140 8,614 
産業廃棄物 kg 1,733 2,260 1,643 1,864 

       ※ 端数 処 理の関 係で年 間実 績 値と相違があり場合があります。 

（2） 環境への負荷の状況 

電⼒事業者の⼆酸化炭素排出係数の変更により、⼆酸化炭素排出量が前年⽐約 20％増加し
ました。廃棄物等排出量のうち、単純焼却が減っており、分別の⾒直しなど、資源の有効活用をしっ
かり図ってきたことが、良い結果をもたらしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 令和 4 年 3 月末 

 単位 Ｒ2 年度 Ｒ3 年度 

総エネルギー投⼊量（購⼊電⼒） kg-CO₂ 142,283 180,531 

総エネルギー投⼊量（化⽯燃料） kg-CO₂ 100,583 108,775 

温室効果ガス排出量 kg-CO₂ 242,866 289,306 

⽔資源投⼊量 ㎥ 1,729 1,757 

廃棄物等総排出量（再⽣利⽤） ｔ 8.93 9.08 

廃棄物等総排出量（単純焼却） ｔ 1.85 1.40 

廃棄物最終処分量 ｔ 0.00 0.00 

総排⽔量 ㎥ 1,729 1,757 
※電⼒の⼆酸化炭素排出計数は、0.812kg-CO2/kWh（オリックス㈱）と 0.521kg-CO2/kWh（東北電⼒㈱）を使⽤ 
出典︓電気事業者別排出係数（令和４年２月 17 日一部修正）環境省 HP 
215,504×0.812+10,637×0.521＝158,771 
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7. 環境関連法規等の順守および評価、訴訟等の有無  

当センターでは環境経営活動を⾏うにあたり、該当する環境関連法規ごとに規程と⼿順書を整備し、 自
主管理を適正に⾏っております。主なものとして、下記のものがあげられます。 

水質汚濁防止法、下水道法  

水質を守る事のお⼿伝いが本業です。当センターから排出される、下水道排出水や有害排水
処理水を毎月定期的に測定し、監視しております。 

大気汚染防止法 

試験検査室のドラフトチャンバー等は、スクラバを使用し、適正な管理運用をしております。 
スクラバ排水も定期的に測定を⾏って確認しております。 

毒物劇物取締法、ＰＲＴＲ法、放射性同位元素等障害防止法 

毒劇物の購入量及び使用量を把握し、管理を⾏っています。ＰＲＴＲ法については化学物質の
使用量が最も多いものでも基準量を下回っており、届出の必要がないことを確認しております。 
また、危険物の貯蔵量に関しても、消防法上の指定数量を下回っており、届出の必要のないこと
を確認しています。放射性同位元素についても密封線源になりますが適正に管理しております。 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律  

ごみ減量化、再資源化に取組み、マニフェストの管理状況等も含め適切な管理を⾏っております。
これら環境関連法規への違反事例、訴訟等は、環境経営マネジメントシステムを導入以降、今
までありませんでした。今後も法令順守に努めてまいります。 

 

8. 令和 3 年度 マネジメントレビューについて 

センター全体を⾒ると、2021 年度の目標はほぼ達成しております。また、職員の省エネルギー意識もかなり浸透し
ており、環境管理責任者のアナウンスが浸透したためと思います。しかしながら未だ意識をもたない職員も少なからず
⾒受けられます。 

2022年度は全ての職員がEA21を意識できるように、多くの方々の参加の元での検討を重ねてください。さらに1
スッテプ上がった EA21 の活動を展開することを期待しています。 

 


